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１.市民力を活かし、「支え合う地域」の構築を目

指して                                                                            

 新たなボランティア制度の仕組みで持続可能

な地域社会を                                                                    

２.自転車を活かしたまちづくりについて                                         

 改正道路交通法に伴うルールの徹底について                                                                                     

 「たまリバー50 キロ」の整備状況について                                                                                

 自転車保険の加入率向上について                                                                             

３.若葉町のまちづくりについて                                    

 公共用地の活用を踏まえたまちづくりについ

て                                          

 都市計画道路の第四次事業化計画について 

（要旨） 

昨年の６月、皆さまからのご支援で２期目

の市議会へと送って頂いてから１年が経ち

ました。厚生産業委員長、議会運営委員とし

て、新たな経験を積みながら、また、地域住

民の皆さまの声をしっかりと聞き、その実現

と課題解決に奔走した１年となりました。 

「誰よりも身近な相談役」として、これから

も皆さまのお役に立てるよう新たな決意を

持って働いてまいりますので、ご指導ご鞭撻

のほど宜しくお願い申し上げます。 

平成２７年立川市第２回市議会定例会が６月１１日から６月３０日までの会期で開かれました。 

今議会では、平成２７年度立川市一般会計補正予算、保育園・小学校の大規模改修工事に関する請負

契約、条例の一部改正など、１８件の市長提出議案と２件の委員会提出議案、そして「核兵器のない

世界に向けた法的枠組み構築への取り組みを求める意見書」を含めた５件の議員提出議案が上程され

慎重審議の結果、全て原案の通り可決されました。 

また、山本みちよ議員の所属する厚生産業委員会では、５年後に迫った「東京オリンピック・パラ

リンピック」を特定事件としていくことが決まりました。 

尚、山本みちよ議員は６月１５日に一般質問に立ち、①市民力を活かし、「支え合う地域」の構築を

めざして ②自転車を活かしたまちづくりについて ③若葉町のまちづくりについて、の３項目つい

て市の見解を問うとともに今後の取り組みについての提案を行いました。（詳細は次ページにて） 
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生活困窮者自立支援制度について 

生活保護受給に至る前の最後の

セーフティーネットとして今年４月に施行さ

れた生活困窮者自立支援制度を実効性のある

ものとするためにも、任意事業の家計相談支

援事業等の早期実施を行うべき。また、相談者

を孤立させない地域づくりを推進する必要が

あるのではないか。 

今後とも事業周知に努めるとと

もに、必要に応じて任意事業の検討も行って

いく。 

 

健康寿命延伸への取り組みについて 

健康で意欲のある高齢者の力を

地域の中で活かし、また、地域のリーダーの育

成や活躍の場の提供が求められている。空き店

舗や空き家を活用した地域住民が気軽に集え

るような、三世代交流サロンなどの場所の提供

を目指すべき。 

住民の集える場所の確保につい

て空き家、空き店舗の利用や世代間の交流につ

いて検討していく。 

 

主張 

自転車の安全な 

走行環境の整備について 

自転車の安全な走行環境整備の

必要性を感じる。特に、車道を走行する際の逆

走を避けるための自転車ナビマークや自転車

レーンの設置を着実に進めていくべき。 

交通管理者や道路管理者と協議

を進め、計画的に自転車走行空間の整備を実

施していく。 

 

 

主張 

若葉町のまちづくりについて 

公共用地の活用や都市計画道路

の開通などによる生活環境の変化に対して、

まちを一つのエリアと捉えた計画を立てられ

るよう庁内の横断的な取り組みを行うべき。 

市内公共用地の効果的、効率的

な活用を進めていくために、組織横断的に検

討するとともに、市民の声を大切にし、地域特

性や地域ニーズを踏まえた有効活用を検討し

ていく。 

 

 

答弁 答弁 

答弁 

答弁 
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若葉会館の回りの植栽を低く刈り、歩行者の様子が良く見えるようになりました。 

 

幸町４丁目の公園 見通しが良くなりました。 

。 

 

立川市では、3月議会にて請願「けやき台小学校と若葉小学校の統合及び新学校建設」

が住民代表より提出され、議会において採択されたことを重く受け止め、現在、庁内検

討会を立ち上げて、この請願の実現が可能かどうかを含め、課題整理をしている。その

上で「方針案」を定め、9月議会にて方針の報告をしていその後、10 月後半から 11 月

にかけ、方針についての住民説明会を行ない、具体的な事案について地域住民の意見を

聞き取っていくとのスケジュール(案)が示されました。合わせまして今年創立 50 周年

を迎えるけやき台小学校の老朽化対策は、9月議会に補正予算を提出し、安全性の確保

に努めるとされています。 

このことは大きな地域課題ですので、今後の動向をしっかりと見て参ります。 

「けやき台小学校と若葉小学校の統合及び新学校建設」の今後の流れについて 
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    立川市のホームページに認知症を簡易チェックできるサイトが開設されました！ 

簡単な質問に答えることで結果が表示され、「相談先」や「認知症予防の１０か条」が表示 

されます。医学的判断をするものではありませんが、早期発見が大事ですので、 

気になる方はご利用してみてください。 

（立川市ホームページからどうぞ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

暑さをしのいでひと涼み！立川市では熱中症予防の

一環として、市の施設や市内協力店舗などで、ひと

涼みすることができます。期間は７月から９月まで

（学習等供用施設は８月末まで）。ひと涼みスポット

として開館のときは青いのぼりが出ています。暑い

日は無理をせず早めにひと涼みすることで熱中症を

防ぐことができます。お気軽にご利用ください。 

 

 

 

 

 

  依然として被害の多い振り込め詐欺。その対策として「自動通話録音機」

の無料貸し出しがスタートしました。（１）６月下旬：25 台 （２）7 月下

旬：30 台  （３）8 月下旬：45 台 計 100 台が東京都より貸与されま

す。台数に限りがあるので、まずは立川市市民生活部生活安全課（523-

2111）まで、電話にて確認してください。 

立川市 認知症チェック 検索 


